
 

 

 

 

「4 泊 5 日の自然学校、 

    5 年生、がんばりました！」  

6 月 10～14 日、5 年生は自然学校に行きました。今年か

らコロナ前と同様に、4 泊 5 日となりました。 

子どもたちは日に日に集団生活に慣れ、楽しく、班の仲

間と協力したり、助け合ったり、指導者の話を真剣に聞く

など集中力を発揮してがんばっ

ていました。 

ハイキングを見ていて、感じたことがあります。ハイキング

とは名ばかりで、ある程度急な山道を歩くなど、「登山」と言

っても良いものです。普段歩かないような道を、気温が高く、

汗だくになりながら歩きました。兎和野高原の野外センターを

出発し、木の殿堂、そして高原植物園と

距離にすると約 4km を 70 人以上で列になって歩いて行きます。4km

程度なら、個人で歩くならまだ、たいしたことがないかも知れませ

んが、70 人で列を作って歩くのは大変です。ペースも自分のペース

でなく、集団のペースとなります。高原植物園に着いたとき、子ど

もたちは爽やかな表情でした。粘り強く物事に取り組

んだあと、やりきった達成感でこの笑顔になっている

んだなと感じました。この笑顔や、達成感が今後の自

信ややる気につながる大切なものだと実感しました。 

修学旅行の時にも書きましたが、大切なことは、帰

ってからの生活です。どれだけ、自然学校で感じたこと、学んだことを普段の生活に活か

すことができるのか？協力すること、集中すること、困っている友達を助ける優しさ、粘

り強く目の前のことに取り組む姿勢。 

5 年生のみなさんが、今後どのように成長していくかを楽しみにしています。 

 

★オープンスクール・引き渡し訓練ありがとうございました。 
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学校教育目標 ふるさと小野を誇り、互いにつながり高め合う小野っ子の育成 

校報 笑顔で成長する小野っ子  令和６年６月２４日 №4 

 ５月２９日のオープンスクール・引き渡し訓練にはたくさんの保護者の皆様や地域の
方々に来ていただきました。本当にありがとうございます。今年で北但大震災から 100

年になります。来年には、阪神淡路大震災から 30 年になります。いつ、南海トラフの
地震が起こるかわかりません。ここ 30 年の間と言われていますが、そうすると間違い
なく、現在小野小学校の児童達が生きているときに起こることとなります。いざという
ときに、正しい行動が取れるよう、「自分の命は自分で守れる」人になれるように、育
てていきたいと思います。 



★1学期もあと 1 ヶ月！一日一日を大切にがんばろう！ 

早いもので 1 学期もあとひと月となりました。毎日を大切に、充実し

た日々を送って欲しいと思いました。 

最近、子どもたちと接していて、子どもたちの変化で感じたことがあ

ります。 

今年度の秋、11 月 15 日に但馬小学校教育研究会理科部会の発表会が

あります。小野小学校は 1，2 年生の生活科、3 年～6 年までの理科の授

業を公開します。 

昨年度から研究会に向けて取り組んでいるのですが、子どもたちの様子が少しずつ変わ

ってきました。例えば、昼食時によくクイズを出すのですが、昨年度の 2 学期頃は、みん

な気にもとめない感じでした。現在は、「なんとかして正解したい！」という気持ちの人が

増え、時間をかけて考えたり、色々な角度から答えを考えたり、家で聞いてきたり、イン

ターネットで調べてくる子もいます。きっと、これらは、担任の先生が、疑問→探求→検

証→考察といったサイクルで授業をしているおかげだと思います。そして、子どもたちも

このサイクルで自然に考える機会、探求する機会が増えてきたのだろうと想像しています。 

これからの時代は、予想ができない時代だと言われています。今していることが、3 年

後には時代遅れになることも予想されます。そんなときに、柔軟に物

事を考え、自分であらゆる方法を駆使して答えを導こうとしたり、友

達と相談したり、誰かに教えてもらったりする力を持っていれば、ど

んな時代でも乗り越えられると思います。そんな子どもたちに成長す

ることを期待します。 

1 学期の残りの時間、自分の生活を振り返り、精一杯がんばって充実

した日々を過ごして欲しいと思います。 

 

▼７月の行事予定▼ 


